
第80号第80号第80号

まにわまにわ市   章

天井
真庭産のひのきを
使ったシャンデリアを
16個吊るして
います。

議員席
1番から22番

人数が多い会派から
席を決めます。執行部席

左側に本庁部長
右側に振興局長
が座っています。

議場
市役所４階
議会は傍聴
できます。

4月28日撮影

伊賀 田島

村上

緒形

西田 吉原 谷本

小椋

苦田 葉廣 妹島

加藤 奥

黒川

福島

伊藤 庄司 柴田

妹尾

森脇 小田 長尾



2



3



4

令和７年３月第１回真庭市議会

●令和７年度当初予算12件を可決　

●その他議案19件を可決　
●人権擁護員候補者の推薦を同意　
●発議１件を可決

●令和６年度３月補正予算11件を可決　

３月13日  　会期２月21日～

　
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
キ
ャッ
シュレ
ス
・
市
民
ポ

イ
ン
ト
推
進
５
，
８
６
０
万
円
、
飼
料
価
格
高
騰
緊

急
対
策
２
，８
８
０
万
円
、国
土
調
査
６
，６
８
２
万

円
、
災
害
対
策
備
蓄
品
購
入
３
，８
８
８
万
円
を
増

額
。諸
支
出
金
２
億
２
，０
２
１
万
円
を
増
額
。保
育

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
教
育
委
員
会
委
員
１
名
の
任
期

が
令
和
７
年
６
月
７
日
を
も
っ
て

満
了
と
な
る
の
で
引
き
続
き
同
委

員
を
任
命
し
ま
し
た
。任
命
さ
れ
た

の
は
、
常
本
直
史
氏
。

監
査
委
員
の
選
任

　
監
査
委
員
（
識
見
を
有
す
る
者
）

の
任
期
が
令
和
７
年
５
月
19
日
を

も
っ
て
満
了
と
な
る
の
で
新
た
に

須
田
秀
之
氏
を
選
任
し
ま
し
た
。

園
共
通
経
常
管
理
費
３
億
３
，

９
２
２
万
円
、
廃
棄
物
処
理

施
設
集
約
化
事
業
５
億
７
，

７
３
８
万
円
、
小
学
校
施
設
整

備
事
業
１
億
６
，６
１
０
万
円
を

減
額
し
て
い
ま
す
。

臨
時
会

一
般
会
計
　
主
な
歳
入
・
歳
出

（３
月
補
正
）

災
害
対
策
備
蓄
品

購
入
事
業

３
，８
８
８
万
１
千
円
計
上

※表はいずれも千円を四捨五入しているため、合計に差異が生じている箇所があります

令和６年度３月補正予算会計別集計表

一　般　会　計
国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
介護保険特別会計
（介護サービス事業勘定）
浄化槽事業特別会計
津黒高原観光事業特別会計
クリエイト菅谷事業特別会計
温泉事業特別会計

特別会計合計
水道事業会計
下水道事業会計
国民健康保険湯原温泉病院
事業会計
公営企業会計合計

合　　　　　計

会　計　名 　
△91,362

△958

△8,121

△12,999

△176

△89

△2

0

△83

△22,428

△11,614

△39,085

△10,575

△61,274

△1,750,630

　
3,708,551

491,911

86,654

638,315

5,807

4,124

2,833

764

11,813

1,242,219

217,776

336,514

171,180

725,470

5,676,240

３月
補正額

３月補正後
予算額

テント型パーティションとアルミ簡易ベッド

備蓄に適した倉庫を導入し、各防災拠点に設置
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行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
に
伴
い
、条
項
の
変
更
が
あ
っ
た

た
め
条
例
の
改
正
を
行
う
も
の
。

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
率
引
き
上
げ
を

は
か
る
た
め
の
２
０
２
５
年
度

政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択

の
請
願
は
、継
続
審
査
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
任
期
終
了
の
た
め

審
査
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　
政
党
機
関
紙
の
庁
舎
内
勧
誘
行

為
の
実
態
調
査
を
求
め
る
陳
情
及

び
僻
地
の
放
課
後
支
援
サ
ー
ビ
ス

へ
の
補
助
金
拡
充
に
関
す
る
陳
情

及
び
真
庭
市
立
小
中
学
校
の
学
校

給
食
無
償
化
は
、
継
続
審
査
と
な

っ
て
い
ま
し
た
が
任
期
終
了
の

た
め
審
査
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
０
４
０
年
に
真
庭
市
が
目
指

す
姿
と
今
後
５
年
間
の
総
合
的
か

つ
計
画
的
な
行
政
運
営
の
方
向

性
を
示
す
第
３
次
真
庭
市
総
合

計
画
を
策
定
す
る
に
当
た
り
、
議

会
の
議
決
す
べ
き
事
件
に
関
す
る

条
例
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決

を
求
め
ら
れ
議
決
し
ま
し
た
。

　
総
合
計
画
で
は
、
２
０
４
０
年

に
向
け
た
真
庭
市
の
姿
、
人
口
や

財
政
の
展
望
、
真
庭
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

真
庭
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
は
す

べて
の「
ひ
と
」が
安
全
に
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
「
ま
ち
」
で
自
分
や

家
族
、
そ
し
て
地
域
を
大
切
に
思

い
、時
代
や
環
境
に
合
わ
せ
て
、地

域
資
源
の
中
か
ら
真
庭
市
で
生
き

る
価
値
を
見
つ
け
る
こ
と
。
自
分

の
手
で
創
り
上
げ
て
い
く
「
生
き

方
」。誇
り
を
も
っ
て
生
き
て
い
く

「
考
え
方
」。
互
い
を
尊
重
し
た

「
暮
ら
し
方
」
で
す
。

　

旧
ヒ
ル
ゼ
ン
ハ
イ
ツ
の
敷
地

は
、
蒜
山
観
光
の
中
核
的
な
エ
リ

ア
に
存
す
る
真
庭
市
の
シ
ン
ボ
ル

と
も
言
え
る
特
別
な
場
所
で
あ

り
、
年
々
荒
廃
し
て
い
く
建
物
と

土
地
は
、
地
元
住
民
と
行
政
の

長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
経
緯
、
行
政

的
な
関
与
（
真
庭
市
に
よ
る
出

資
）、
地
元
の
意
向
を
踏
ま
え
、

旧
ヒ
ル
ゼ
ン
ハ
イ
ツ
の
撤
去
と
蒜

山
の
観
光
・
地
域
振
興
に
つ
な
が

る
景
観
整
備
に
向
け
て
、所
有
者

の
ほ
か
、債
権
者
や
賃
借
人
な
ど

し
、土
地
を
取
得
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

土
地
の
取
得
面
積
は
、
１
０
，

０
０
６
．３
５
㎡
、取
得
金
額
は
、

７
７
，８
６
６
，８
１
９
円
で
す
。

　

今
後
の
跡
地
活
用
に
つ
い
て

は
、
地
元
関
係
者
等
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
蒜
山
の
観
光
・
地
域

振
興
に
つ
な
が
る
活
用
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

関
係
者
と
交
渉
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

旧
ヒ
ル
ゼ
ン
ハ
イ
ツ
の
撤
去
の

実
現
に
向
け
、
真
庭
市
と
現
在

敷
地
内
で
営
業
を
行
っ
て
い
る

株
式
会
社
丸
野
商
工
に
よ
り
、

旧
ヒ
ル
ゼ
ン
ハ
イ
ツ
の
土
地
・
建

物
を
取
得
（
真
庭
市
は
土
地
の

み
）、
そ
の
取
得
代
金
を
原
資
に

建
物
を
撤
去
す
る
方
針
で
合
意

請 

願

真
庭
市
総
合
計
画
の
策
定

旧
ヒ
ル
ゼ
ン
ハ
イ
ツ

敷
地

旧ヒルゼンハイツ　蒜山上福田

真庭市役所

陳 

情

土
地
の
取
得

真
庭
市
議
会
の
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

発 

議

］
［

可
決
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　 にぎわいにあふれ豊かさを実
感できる真庭

　●�まにわ地域共創拠点整備事業 

　●�空家活用推進事業・空家安
全対策事業

　 回る経済と脱炭素への挑戦
　●�畜産バイオマス発電施設整

備事業
　●�真庭版農業支援サービス構

築事業

　 みんなではぐくむ子育てのまち
の実現

　● 久世第二こども園（仮称）整
備工事

　● こどもはぐくみ応援事業

　 安心とつながりの中で人が育つ
まちづくり
　●�遷喬小学校内部大規模改修

工事
　●�教育魅力化推進事業
　　　　　　　　　　
　�支え合い　いきいきと誰もが
活躍できる真庭

　●�デジタル地域通貨 「まにこい
ん」 普及促進事業

　　
　●�キャリア開発事業　
　�安心して暮らし続ける事ができ
る真庭
　●�災害時孤立可能性集落対策

事業
　●�介護人材確保推進事業

久世第二こども園（仮称）　外観イメージ

予予 算算　３月６日、７日、議長を
除く全議員で予算審査
特別委員会を開催し、当
初予算と補正予算の概
要について各部局長、課
長等から説明がありました。委員から多くの質問が
あった後、すべて原案どおり可決しました。

淺野副委員長
森脇委員長

令和７年度

　令和７年度の一般会計の当初予算額は、336 億
7,700 万円で、前年度比 9 億 4,100 万円、2.7％減とな
り、市長選挙があったため骨格予算となっています。
　主な要因は、真庭高校久世校地跡地に子育て支援

拠点を備えた久世第二こども園（仮称）を建設、遷喬
小学校長寿命化（床修繕、暖房、ＬＥＤ化、窓ガラス
等）事業、まにこいん普及促進事業などによるもので
す。（金額は千円を四捨五入）

一般会計当初予算 336億7,700万円 前年比
2.7％減

１

２

３

４

５

６

単位：万円令和７年度当初予算会計別集計表

3,367,700

492,068

90,648

643,389

　

3,512

2,714

1,029

11,237

1,251,390

230,173

389,254

　

778,115

5,397,204

一　般　会　計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

介護保険特別会計

（介護サ－ビス事業勘定）

浄化槽事業特別会計

津黒高原観光事業特別会計

クリエイト菅谷事業特別会計

温泉事業特別会計

特別会計合計

水道事業会計

下水道事業会計

国民健康保険湯原温泉病院

事業会計

公営企業会計合計

合　　　　　計

会　計　名 令和７年度
予算額

6,792

158,687

1,200万円

7,089万円

541万円

4,417万円

　
　

7億2,426万円

857万円
　　

　
1億8,220万円

　
5,228万円

1億3,818万円
2,171万円

847万円

　227万円

長寿命化事業を行う遷喬小学校

一般会計予算 主要事業 抜粋（金額は千円を四捨五入）
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秘
書
広
報
課
か
ら
「
市
制
20
周
年
記
念

事
業
に
つ
い
て
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

真
庭
市
は
平
成
17
年
３
月
31
日
に
合
併

し
、
本
年
で
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

20
年
の
真
庭
市
の
歩
み
を
振
り
返
り
、

新
た
な
交
流
や
気
づ
き
を
生
み
、
真
庭
市

の
持
つ
魅
力
や
賑
わ
い
を
地
域
内
外
へ
発
信

し
、
未
来
を
展
望
し
行
動
す
る
決
意
を
醸

成
す
る
た
め
記
念
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

当
事
業
で
は
、
市
民
啓
発
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
、
市
民
が
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
な

ど
20
周
年
の
冠
を
つ
け
て
実
施
し
て
い
く
も

の
や
、市
民
団
体
が
行
う
イ
ベ
ン
ト
等
への
ロ

ゴ
の
掲
載
な
ど
で
、
機
運
を
高
め
て
い
く
ほ

か
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

式
典
は
令
和
７
年
６
月
８
日
に
開
催
し

ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
マ
ル
シ
ェ
な
ど

と
複
合
的
に
開
催
で
き
る
よ
う
検
討
し
て

い
ま
す
。

■
真
庭
市
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

　
危
機
管
理
課
か
ら「
真
庭
市
地
域
防
災
計

画
の
修
正
」
につい
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
地
域
防
災
計
画
は
、災
害
対
策
基
本

法
に
基
づ
き
、
市
防
災
会
議
が
作
成
す
る

防
災
に
関
す
る
業
務
の
総
合
的
な
運
営
計

画
で
す
。
こ
の
計
画
は
、
災
害
対
策
基
本

法
に
お
い
て
、
国
が
作
成
す
る
災
害
基
本

計
画
及
び
岡
山
県
が
作
成
す
る
岡
山
県

地
域
防
災
計
画
と
の
整
合
が
必
要
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
真
庭
市
防
災
会
議
に
て
、

修
正
を
承
認
い
た
だ
い
た
の
ち
、県
に
報
告

す
る
と
と
も
に
、
真
庭
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
し
た
。

計
画
に
は
、
能
登
半
島
地
震
の
教

訓
な
ど
は
、
ど
の
よ
う
に
生
か
さ

れ
て
い
る
か
。

国
、
県
の
計
画
へ
の
反
映
状
況
を

確
認
し
、
来
年
度
の
市
の
計
画
に

詳
細
に
反
映
さ
せ
る
予
定
で
あ
る
。

■
市
制
20
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

　
導
入
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
12
月
中
に
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
を
選
定
、
１
月
か
ら
試
行
運

用
を
開
始
し
、
４
月
か
ら
財
産
活
用
課
の

契
約
案
件
を
先
行
し
て
、
本
格
的
に
運
用

を
開
始
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

電
子
化
さ
れ
る
の
は
契
約
書
だ
け

と
い
う
こ
と
か
。

紙
で
提
出
い
た
だ
く
資
料
も
あ
る

が
、
試
行
運
用
し
な
が
ら
ど
う
いっ

た
方
法
が
い
い
か
検
討
す
る
。で
き
る
だ
け

電
子
化
し
、
来
庁
あ
る
い
は
郵
送
し
な
く

て
も
い
い
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
本
委
員
会
は
、
令
和
６
年
12
月
11
日
、

令
和
７
年
２
月
５
日
に
開
催
し
、
各
担
当

部
局
の
出
席
を
求
め
、
調
査
研
究
を
行
い

ま
し
た
。

■
電
子
契
約
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　
財
産
活
用
課
か
ら
「
電
子
契
約
サ
ー
ビ

ス
導
入
に
向
け
た
試
行
運
用
に
つ
い
て
」
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

電
子
契
約
と
は
、
従
来
の
紙
の
契
約
書

で
は
な
く
、
電
子
デ
ー
タ
の
契
約
書
を
、

法
的
に
有
効
な
契
約
書
と
し
て
成
立
を
さ

せ
る
も
の
で
す
。
真
庭
市
に
お
い
て
も
導
入

を
進
め
る
た
め
に
、７
年
１
月
か
ら
試
行
運

用
す
る
予
定
で
す
。電
子
契
約
サ
ー
ビ
ス
の

導
入
に
伴
う
効
果
と
し
て
は
、
市
と
受
注

者
双
方
で
契
約
期
間
の
短
縮
、
契
約
書
の

郵
送
料
、
用
紙
代
、
封
筒
代
、
保
管
費
用

な
ど
の
大
幅
な
コ
ス
ト
削
減
が
見
込
め
る
ほ

か
、
契
約
書
の
紛
失
リ
ス
ク
や
、
契
約
漏

れ
、
遅
延
等
の
防
止
も
期
待
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
受
注
者
は
、
電
子
契
約
サ
ー
ビ

ス
を
無
料
で
利
用
で
き
る
ほ
か
、印
紙
の
添

付
が
不
要
と
な
り
契
約
コ
ス
ト
を
削
減
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

電子契約

総
務
常
任
委
員
会

問

問

《
総
務
部
》

《
総
合
政
策
部
》

《
市
長
直
轄
組
織
》

答

答

真庭のグルメや乗り物コーナーなど
イベント盛りだくさん！

最新情報はこちら
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業
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
で
は
陸
上
や
バ
ト
ミ

ン
ト
ン
、
文
化
で
は
吹
奏
楽
を
土
曜
日
・

日
曜
日
に
活
動
日
を
設
け
市
内
中
学
生
を

対
象
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
令
和
７
年
度

か
ら
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
野
球
、
卓
球
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
種
目
の
拡
大
を
考
え
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
野
球
だ
と
２
、３
か
所
と

か
、
吹
奏
楽
だ
と
何
か
所
と
か
あ

る
程
度
の
目
安
と
い
う
の
は
考
え
て
い
る

の
か
。

部
活
動
の
状
態
、人
数
に
も
よ
る
が
、

当
然
集
ま
って
も
ら
う
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
配
慮
と
し
て
、
場

所
の
移
動
、
保
護
者
負
担
を
考
え
実
証
事

業
と
し
て
検
証
し
た
い
。　

　
本
委
員
会
は
、
令
和
６
年
12
月
12
日
、

令
和
７
年
１
月
24
日
、
２
月
４
日
、
２
月

18
日
に
開
催
し
、
各
担
当
部
局
の
出
席
を

求
め
、
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
こ
ど
も
は
ぐ
く
み
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
２
０
２
５

　

子
育
て
支
援
課
か
ら
、
こ
ど
も
は
ぐ
く

み
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
２
５
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
も
、
こ
ど
も
ま
ん
な
か
ま

つ
り
や
座
談
会
の
開
催
に
加
え
、
新
た
に

屋
内
の
公
共
施
設
等
を
活
用
し
た
市
内

巡
回
遊
び
場
を
実
施
し
、
ニ
ー
ズ
の
把
握

に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
市
が
実
施

す
る
施
策
や
子
育
て
情
報
を
市
民
イ
ン
フ

ル
エ
ン
サ
ー
や
動
画
で
配
信
す
る
ほ
か
、
子

育
て
支
援
施
策
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
配
布

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
公
園
な
ど
の
情
報
を

動
画
や
マ
ッ
プ
で
配
信
し
、
子
育
て
が
し
や

す
い
社
会
の
実
現
に
向
け
た
理
解
促
進
を

図
っ
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

３
年
目
を
迎
え
る
が
、
課
題
や
発

展
し
て
い
き
た
い
部
分
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

働
く
女
性
の
増
加
や
、
男
性
の
育

児
参
加
が
進
む
中
、
子
育
て
支
援

に
は
企
業
と
の
連
携
が
重
要
で
あ
り
、
今

年
度
は
企
業
と
の
連
携
や
、
子
ど
も
の
居

場
所
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
を
も
と
に
課
題
を

整
理
し
、
テ
ー
マ
を
絞
っ
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
■
ら
く
ら
く
窓
口
証
明
書
交
付
サ
ー
ビ

　
ス
の
開
始

　

市
民
課
か
ら
、
ら
く
ら
く
窓
口
証
明
書

交
付
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　
書
か
な
い
窓
口
づ
く
り
と
し
て
、
窓
口
に

来
ら
れ
た
利
用
者
が
自
分
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
使
い
、
申
請
書
を
作
成
す
る

こ
と
な
く
、
証
明
書
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
発
行
可
能
な
証

明
書
は
コ
ン
ビ
ニ
交
付
と
同
じ
住
民
票
の

写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
課
税
証
明
書

で
す
。
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、利
用
者
は
申
請

書
の
作
成
が
不
要
と
な
り
、
窓
口
で
の
滞

在
時
間
も
減
少
さ
れ
ま
す
。
導
入
時
期
は

令
和
７
年
３
月
で
、
設
置
場
所
は
、
本
庁

舎
の
市
民
課
、
落
合
振
興
局
、
美
甘
振
興

局
に
予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

■
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行

　
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課
か
ら
、
学
校

部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

急
激
な
少
子
化
の
中
に
あ
り
、
将
来
に

わ
た
り
子
ど
も
た
ち
が
継
続
的
に
ス
ポ
ー

ツ
や
文
化
、
芸
術
に
親
し
む
こ
と
を
目
的

に
、
令
和
８
年
度
か
ら
、
土
曜
日
・
日
曜

日
な
ど
休
日
の
部
活
動
の
地
域
移
行
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
は
実
証
事

こどもまんなか企業座談会

部活動の様子

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

問

問

答

答
《
生
活
環
境
部
》

《
健
康
福
祉
部
》
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ど
の
材
料
に
な
る
の
か
を
教
え
て
い
た
だ

き
た
い
。埼

玉
で
使
用
さ
れ
て
い
た
の
は
、
報

道
等
に
よ
る
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の

管
渠
で
あ
っ
た
。
危
険
性
が
あ
る
の
は
、
硫

化
水
素
に
よ
り
腐
食
の
恐
れ
が
あ
る
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
の
管
渠
で
、真
庭
市
で
の
使
用
延

長
は
2.8
㎞
で
下
水
管
渠
の
約
１
％
で
あ
る
。

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
森
林
環
境
譲
与

税
と
国
庫
事
業
を
活
用
し
た
可
動
式
の
解

体
処
理
施
設
、
い
わ
ゆ
る
「
ジ
ビ
エ
コ
ン
テ

ナ
」
の
７
年
度
内
の
整
備
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

上
質
な
ジ
ビ
エ
肉
と
い
う
の
は
、

非
常
に
引
く
手
あ
ま
た
と
聞
い
て

い
る
が
状
況
は
ど
う
な
の
か
。

真
庭
の
シ
カ
の
状
況
を
考
え
る
と

捕
っ
て
解
体
す
る
１
次
処
理
ま
で

迅
速
に
で
き
る
と
こ
ろ
は
、
強
み
だ
と
考
え

て
お
り
、
食
肉
加
工
の
後
、
ど
う
売
っ
て
い

く
か
が
真
庭
市
の
課
題
と
思
っ
て
い
る
。
ジ

ビ
エ
を
始
め
、
真
庭
産
品
全
体
の
販
促
を

進
め
て
い
き
た
い
。

■
令
和
７
年
度
の
鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

　
農
業
振
興
課
か
ら
令
和
７
年
度
の
鳥
獣

害
対
策
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
重
点
的
な
対
策
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
対
し

て
は
、
４
月
か
ら
６
月
の
重
点
捕
獲
期
間

を
設
け
、こ
の
間
の
捕
獲
を
高
め
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
市
の
捕
獲
補
助
金
に
つ

い
て
、１
頭
あ
た
り
１
万
円
の
と
こ
ろ
を
、

２
，
０
０
０
円
増
額
し
、
１
万
２
，
０
０
０

円
で
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
ジ
ビ
エ
利
活
用
の
加

算
に
つ
い
て
増
額
を
す
る
予
定
で
す
。
現

在
、
ジ
ビ
エ
カ
ー
の
処
理
は
、
令
和
６
年

12
月
の
末
時
点
で
809
頭
を
処
理
し
て
い
ま

す
。
12
月
末
時
点
で
前
年
を
上
回
る
ペ
ー

ス
で
処
理
を
行
っ
て
お
り
、
ジ
ビ
エ
カ
ー
の

処
理
能
力
に
も
限
界
が
近
づ
い
て
き
て
、ジ

ビ
エ
カ
ー
に
か
わ
る
一
次
処
理
施
設
の
導

入
や
整
備
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

重
点
と
し
て
い
る
捕
獲
事
業
と
ジ
ビ
エ

加
算
に
よ
り
、一
次
処
理
は
増
加
し
て
い
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
森
林
被
害

の
対
策
と
し
て
も
捕
獲
圧
を
高
め
て
い
く

　
本
委
員
会
は
、
令
和
６
年
12
月
13
日
、

令
和
7
年
２
月
６
日
に
開
催
し
、
各
担
当

部
局
の
出
席
を
求
め
、
調
査
研
究
を
行
い

ま
し
た
。

■
真
庭
市
下
水
道
の
管
渠
状
況
に
つ
い
て

　
上
下
水
道
課
か
ら
、
真
庭
市
下
水
道
の

管
渠
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
真
庭
市
の
下
水
管
延
長
は
、
令
和
５
年

度
末
で
約
261
キ
ロ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

う
ち
、
約
236
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て
は
、

腐
食
性
に
す
ぐ
れ
硫
化
水
素
に
も
強
い
塩

化
ビ
ニ
ー
ル
管
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
そ
の

他
の
管
渠
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
管
と
か
、
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

　

点
検
は
５
年
に
１
回
義
務
づ
け
ら
れ
て

お
り
、計
画
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和

２
年
に
腐
食
の
お
そ
れ
の
あ
る
40
か
所
の

下
水
管
を
点
検
し
ま
し
た
が
、
異
常
は
確

認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
の
点
検
は
令

和
７
年
度
に
点
検
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

埼
玉
で
大
き
な
事
故
が
あ
っ
た
が

埼
玉
の
材
料
は
何
だ
っ
た
の
か
。真

庭
市
の
設
備
の
中
で
危
険
性
が
あ
る
の
は

《
産
業
観
光
部
》

塩化ビニール管敷設状況

真庭市のジビエカー

産
業
建
設
常
任
委
員
会

問答

《
建
設
部
》

問

答
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厚
生
労
働
省
の
調
べ
で
は
離

婚
後
の
養
育
費
受
領
率
は
全
国

で
28.1
％
と
、
低
水
準
に
と
ど
ま

る
。昨
年
６
月
に
成
立
し
た
改
正

子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
法
に

は
、
離
婚
後
の
養
育
費
受
領
率

向
上
が
明
記
さ
れ
、国
を
挙
げ
て

改
善
に
動
い
て
い
る
。養
育
費
不

払
い
の
支
払
い
義
務
者
に
対
し

て
市
が
支
払
い
を
働
き
か
け
、そ

れ
で
も
払
わ
れ
な
い
時
に
は
、
申

請
し
た
親
権
者

に
市
が
一
定
期

間
立
替
え
、
支

払
い
義
務
者
に

対
し
て
市
が
費

用
の
督
促
と
回

収
を
す
る
「
養

育
費
立
替
え
支

も
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
経
営
、
融
資
、
技
術
、
法
律

な
ど
の
専
門
的
な
各
種
相
談
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
う
中
小
企
業

向
け
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
す
べ
き
だ
。

　

真
庭
商
工
会
と
市
が
連
携
し

な
が
ら
、
役
割
分
担
が
必
要
だ

と
い
う
こ
と
で
、
商
工
会
に
市

も
、
あ
る
い
は
国
、
県
の
支
援

を
入
れ
な
が
ら
、
商
工
会
で
創

業
か
ら
経
営
相
談
、
経
営
革
新

計
画
、
事
業
承
継
、
資
金
繰
り

な
ど
様
々
な
相
談
に
対
応
し
て

る
。商
工
会
が
相
談
窓
口
と
な
っ

て
専
門
家
に
つ
な
い
で
い
く
、
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
と
し
て
役
割
を

相
当
担
っ
て

い
る
。
商
工

会
を
中
心
に

連
携
し
て
事

業
者
支
援
に

取
り
組
ん
で

い
く
。

援
事
業
」に
取
り
組
む
自
治
体
も

あ
る
。
生
活
を
安
定
さ
せ
、親
か

ら
子
ど
も
へ
の
貧
困
の
連
鎖
を
防

ぐ
意
味
か
ら
も
、同
様
の
事
業
に

取
り
組
む
べ
き
だ
。

　
養
育
費
履
行
確
認
の
た
め
の
費

用
助
成
制
度
の
創
設
を
考
え
て
い

る
。支
払
い
義
務
者
に
対
し
、債
務

名
義
を
も
っ
て
取
り
立
て
て
い
く

ま
で
は
考
え
て
い
な
い
が
、市
役
所

内
外
の
支
援
機
関
が
連
携
し
て
一

体
的
に
切
れ
目
な
く
行
え
る
体
制

の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

　

中
小
零
細
企
業
の
事
業
者

は
、
販
路
開
拓
や
資
金
繰
り
、

起
業
、
創
業
、
事
業
継
承
、
特

許
や
意
匠
な
ど
相
談
内
容
が
複

雑
化
、多
様
化
し
、各
分
野
の
専

門
家
支
援
を
必
要
と
す
る
事
案

一
般
質
問

真庭市議会
３月定例会

３
月
定
例
会
の
議
事
録
は

６
月
上
旬
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
ス
マ
ホ
等
で
読
み
取
る
と
、

一
般
質
問
が
視
聴
で
き
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
個
人
質
問
は
800
字
以
内
で
、

質
問
し
た
議
員
本
人
が
ま
と
め
て
い
ま
す
。

・・

太田昇市長三ツ宗宏教育長

答  弁  者

中小企業の味方　商工会

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

問中
小
企
業
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
を

問 岩
本 

壯
八

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活

安
定
を

真
庭
市
議
会
議
員 

会
派
の
所
属
状
況

令
和
７
年
４
月
24
日
届
出

※
会
派
は
、政
策
集
団
で
あ
り
、派
閥
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。会
派
の
並
び
は
所
属
人
数・五
十
音
順
で
す
。

真
和
会 

し
ん
わ
か
い

妹
島
弘
和

柴
田
正
志

谷
本
彰
良

長
尾
　修

会
派
代
表
者

緑
真
会 

り
ょ
く
し
ん
か
い

森
脇
正
和

伊
藤
義
則

苦
田
智
子

西
田
文
子

会
派
代
表
者

翠
山
会 

す
い
ざ
ん
か
い

吉
原
啓
介

奥
　
侑
樹

田
島
吉
章

会
派
代
表
者

森
真
会 

し
ん
し
ん
か
い

小
田
康
文

葉
廣
峰
久

会
派
代
表
者

公
明
党
真
庭
市
議
団 

こ
う
め
い
と
う
ま
に
わ
し
ぎ
だ
ん

妹
尾
智
之

小
椋
一
郎

会
派
代
表
者

共
生 

き
ょ
う
せ
い村

上
善
彦

会
派
代
表
者

思
誠 

し
せ
い

庄
司
史
郎

会
派
代
表
者

拓 

ひ
ら
く

福
島
一
則

会
派
代
表
者

み
ら
い

黒
川
　愛

会
派
代
表
者

日
本
共
産
党 

に
ほ
ん
き
ょ
う
さ
ん
と
う

伊
賀
基
之

会
派
代
表
者

ク
リ
ス
タ
ル
の
会か
い

加
藤
大
悟

会
派
代
表
者

明
日
の
真
庭
を
考
え
る
会

あ
す

ま
に
わ

か
ん
が

か
い

緒
形
　尚

会
派
代
表
者
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忠
魂
碑
を
管
理
し
て
い
る
団

体
は
主
に
遺
族
会
。
草
刈
り
や

清
掃
活
動
を
行
い
忠
魂
碑
を
守

る
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き

た
。し
か
し
遺
族
会
員
の
減
少
と

高
齢
化
に
よ
り
管
理
活
動
が
困

難
に
な
る
事
例
が
出
て
き
て
い

る
。忠
魂
碑
の
管
理
を
自
治
体
が

引
き
継
ぐ
ケ
ー
ス
も
増
え
て
き

て
い
る
。

　
①
忠
魂
碑
の
管
理
を
新
た
な

課
題
と
認
識
し
調
査
し
て
ど
の

よ
う
な
対
応
を
す
る
か
の
検
討

が
必
要
な
時
期
が
来
て
い
る
よ

う
に
思
う
が
い
か
が
か
。

　
②
地
震
と
か
年
月
を
経
て
危

険
な
状
態
に
な
る
こ
と
も
想
定

さ
れ
る
中
、遺
族
会
員
の
今
後
の

安
心
に
つ
な
が
る
よ
う
地
域
や

遺
族
会
で
は
管
理
で
き
な
い
事

と
な
っ
た
時
に
ど
う
対
応
す
る
か

の
指
針
も
決
め
て
お
く
必
要
が

あ
る
と
思
う
。

　
①
真
庭
市
で
は
19
基
あ
る
。戦

後
造
ら
れ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な

く
国
が
率
先
し
て
、
当
時
は
県
が

中
心
と
な
っ
て
造
っ
て
い
る
。
真

庭
市
が
直
接
関
与
し
て
い
な
い
の

で
多
く
の
碑
は
遺
族
会
が
管
理

し
て
い
る
。
遺
族
会
と
し
て
平
和

の
尊
さ
を
次
に
伝
え
る
役
割
を
担

っ
て
い
る
こ
と
で
遺
族
連
合
会
の

補
助
を
し
て
活
動
を
支
援
し
て
い

る
。忠
魂
碑
を
真
庭
市
が
管
理
す

る
の
は
過
去
の
経
過
か
ら
も
い
か

が
な
も
の
か
と
思
う
。
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
で
適

切
な
管
理
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

し
か
方
法
は
な
い
と
思
う
。

　
②
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
や

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
。

真
庭
市
が
所
有
し
管
理
し
て
い
る

わ
け
で
も
な
い
と
い
う
原
点
だ
け

は
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

も
っ
て
、市
民
目
線
で
、

命
が
け
の
仕
事
を
す
る

覚
悟
。

　
②
次
世
代
に
負
担
を

で
き
る
限
り
か
け
な
い
こ

と
を
含
め
て
、既
存
の
施

設
数
の
見
直
し
、
廃
止

も
考
え
て
い
る
。労
働
力

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
起
こ
し

て
い
る
。
Ｄ
Ｘ
社
会
が
理

想
。
市
役
所
職
員
も
減

ら
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
③
真
庭
市
や
周
辺
市

町
村
で
、
で
き
る
も
の

と
そ
う
で
な
い
も
の
が
あ

る
、
情
報
公
社
を
広
域
化
し
て
活

か
し
て
い
き
た
い
。

　
④
問
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
か

ら
こ
そ
、
多
様
な
世
代
が
つ
な
が

っ
て
活
動
し
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
で

育
ち
可
能
性
も
広
が
る
。
縮
小

す
る
人
口
や
財
政
に
合
わ
せ
て
教

育
の
魅
力
が
縮
小
す
る
の
で
は
な

く
、
可
能
性
を
引
き
出
す
こ
と
が

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の
土

台
で
あ
り
、
縮
小
社
会
に
適
応
す

る
考
え
方
。
今
後
も
人
つ
な
ぎ
、

対
話
、
協
働
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
人
口
が
減
っ
て
も
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
教
育
の
分
野
か
ら

担
っ
て
い
く
。

て
①
縮
小
社
会
の
戦
略
に
向
き

合
う
ト
ッ
プ
の
覚
悟
。
②
ダ
ウ
ン

サ
イ
ジ
ン
グ
と
し
て
、社
会
資
本

の
維
持
管
理
、
労
働
力
率
の
低

下
。③
広
域
連
携
に
つ
い
て
市
長

の
見
解
を
伺
う
。

　
④
児
童・生
徒
数
の
減
少
と
地

域
偏
在
を
見
据
え
て
、教
育
に
お

い
て
も
縮
小
社
会
へ
の
適
応
策

を
準
備
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
教
育
長
の
見
解

を
伺
う
。

　
①
剰
余
価
値
概
念
を
理
解
し

た
上
で
経
済
政
策
を
打
っ
て
い

く
。経
済
政
策
を
根
底
に
置
き
な

が
ら
最
後
は
共
生
社
会
。情
熱
を

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

一般質問

　
流
通
量
が
増
え
な
い
の
が
課

題
と
考
え
る
。そ
の
中
で
市
と
し

て
で
き
る
こ
と
と
し
て
、
チ
ャ
ー

ジ
が
周
辺
地
域
で
も
誰
で
も
で

き
る
こ
と
を
考
え
て
い
く
必
要

も
あ
る
と
思
う
。

　
口
座
チ
ャ
ー
ジ
に
関
し
て
は
、

ゆ
う
ち
ょ
を
は
じ
め
、
ほ
か
の
金
融

機
関
と
も
調
整
を
進
め
て
い
る
。近

い
う
ち
に
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　

第
２
次
総
合
計
画
で
は
、

２
０
４
０
年
の
人
口
目
標
を

３
万
４
千
人
程
度
と
し
て
い

る
。
人
口
減
少
対
策
を
強
力
に

進
め
て
も
人
口
は
減
少
す
る
。

増
田
寛
也
氏
は
、
人
口
減
少
対

策
と
し
て
自
然
減
抑
制
策
、
社

会
減
抑
制
策
、縮
小
社
会
へ
の
適

応
策
が
あ
る
と
し
て
い
る
。今
回

は
、縮
小
社
会
へ
の
適
応
策
と
し

人
口
減
少
へ
の
適
応
策

ま
に
こ
い
ん
の
課
題

問

答
三
ツ
教
育
長

いつも榊が立てられている忠魂碑　若代

新
た
な
課
題

忠
魂
碑
の
管
理

問 大
月 

説
子

問 柴
田 

正
志

答
木
村
総
合
政
策
部
長

ささえあいデイサービス憩で子ども達と漆喰アート作成　鹿田
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最
近
、落
合
垂
水
の
中
心
に
近

い
エ
リ
ア
で
も
イ
ノ
シ
シ
出
没
の

痕
跡
が
目
立
つ
。ま
た
備
中
川
の

堤
防
が
至
る
と
こ
ろ
で
掘
り
返

さ
れ
て
い
る
。

　
農
地
、山
林
以
外
の
獣
害
に
対

す
る
危
険
へ
の
認
識
、
正
し
い
情

報
発
信
や
市
民
喚
起
等
の
対
応

を
ど
う
考
え
る
か
。

　

市
民
生
活
を
守
る
と
い
う
観

点
か
ら
も
、
イ
ノ
シ
シ
対
策
を
す

べ
き
。

　
現
在
、
県
が
統
一マニュア
ル
を

作
っ
て
お
り
、真
庭
市
や
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
市
民
への
喚
起
を
行
っ

い
。
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
検
査
の
状
況
と

予
定
を
伺
う
。

　
②
水
道
管
設
備
は
供
給
が
始

ま
っ
て
耐
用
年
数
に
近
い
も
の
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
水
道
管
の

修
繕
計
画
を
伺
う
。

　

①
令
和
２
年
度
か
ら
年
１

回
、
９
か
所
で
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
と
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ａ
の
水
質
検
査
を
実
施
。吉
備

中
央
町
の
事
例
を
受
け
、令
和
５

年
度
に
は
51
浄
水
場
全
部
に
お
い

て
水
質
検
査
を
実
施
。
結
果
は

全
て
測
定
で
き
る
数
値
以
下
。
た

だ
、
あ
る
期
間
公
表
し
、
そ
れ
を

削
っ
て
い
た
。
ず
っ
と
出
せ
ば
い

い
の
で
戻
し
て
い
る
。

　

②
水
道
管
の
耐
用
年
数
は
40

年
、
そ
れ
を
超
え
て
い
る
管
は

令
和
５
年
度
末
で
58
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
。
更
新
時
に
は
耐
久
性
も
高
い

耐
震
管
に
更
新
。51
の
水
源
地
が

あ
る
と
災
害
に
は
強
い
。

　

本
庁
舎
に
分
か
る
職

員
が
居
な
け
れ
ば
、
電
話

で
の
説
明
に
手
間
取
る
。

各
地
区
を
把
握
し
て
い
る

職
員
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
。

　
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
、
電
話

の
音
声
情
報
か
ら
の
早

期
問
題
解
決
を
考
え
て

い
る
の
か
。

　

配
置
す
る
職
員
も
経
験
年
数

な
ど
を
考
慮
す
る
。
市
民
の
問
い

合
わ
せ
や
早
急
な
対
応
が
必
要

な
事
業
は
、
住
宅
地
図
や
パ
ソ
コ

ン
等
で
位
置
を
特
定
し
、
迅
速
で

丁
寧
な
対
応
に
努
め
て
い
る
。

　
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
音
声
情
報

等
は
、宿
日
直
業
務
に
限
ら
ず
、

必
要
に
応
じ
て
検
討
す
る
。

　
吉
備
中
央
町
の
円
城
浄
水
場

か
ら
国
の
水
質
管
理
目
標
を
超
え

る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
検
出
さ
れ
、緊
急
対

応
の
必
要
性
を
指
摘
さ
れ
た
。

　

①
真
庭
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

水
質
検
査
結
果
に
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の

検
査
結
果
は
公
表
さ
れ
て
い
な

　
４
月
１
日
か
ら
土
日
と
祝
日

の
日
直
業
務
を
本
庁
舎
と
蒜
山

振
興
局
に
集
約
し
、警
報
発
令
時

に
は
従
来
ど
お
り
対
応
す
る
と

い
う
が
、
２
月
１
日
に
警
報
は
発

令
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
重
た
い
雪

が
降
り
道
路
に
竹
が
し
だ
れ
、倒

木
が
あ
り
、振
興
局
に
電
話
を
し

て
い
る
。

日
直
業
務
の
縮
小
で
も

ス
ム
ー
ズ
な
対
応

問 𠮷
原 

啓
介

を
動
か
す
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が

し
に
く
く
な
る
と
い
う
こ
と
も
事

実
で
あ
り
、
そ
う
い
う
実
態
に
合

わ
せ
て
こ
う
い
う
制
度
も
変
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

そ
う
い
う
問
題
意
識
を
持
っ

て
検
討
し
て
い
く
。

　

法
定
外
公
共
物
の
大
規
模
な

修
理
と
い
う
問
題
に
な
る
か
と
思

う
。真
庭
市
全
体
の
状
況
を
把
握

し
て
諸
問
題
を
整
理
、地
域
と
行

政
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ

に
合
わ
せ
た
維
持
管
理
方
法
を

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

て
い
る
。
今
後
、ま
に
あ
ぷ
り
等
の

活
用
も
含
め
て
対
応
し
て
い
く
。

　

堤
防
の
内
外
と
も
手
当
た
り

次
第
に
掘
っ
て
い
る
状
況
で
、
県

民
局
の
真
庭
地
域
事
務
所
の
河

川
担
当
者
に
状
況
と
位
置
の
情

報
を
伝
え
て
お
り
、
対
策
を
お
願

い
し
て
い
る
。

　
原
材
料
等
支
援
事
業
は
、市
民

協
働
の
観
点
か
ら
自
ら
の
労
力

を
も
っ
て
道
路
等
の
維
持
補
修

工
事
等
を
行
う
自
治
会
等
を
支

援
す
る
制
度
だ
が
、完
工
後
の
安

全
性
が
求
め
ら
れ
る
補
修
工
事

で
あ
れ
ば
専
門
業
者
の
委
託
が

必
要
で
、作
業
委
託
に
係
る
費
用

全
額
を
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ

と
は
理
に
適
わ
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

　
よ
り
使
い
や
す
い
制
度
に
す

る
た
め
の
見
直
し
を
検
討
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
人
口
減
少
、高
齢
化
集
落
等
が

多
く
な
っ
た
場
合
、
住
民
で
重
機

イノシシによる掘り返し被害　備中川堤防

農
地
、
山
林
以
外
の
獣

害
対
策

答
太
田
市
長

答
美
甘
建
設
部
長

原
材
料
等
支
援
事
業
を

よ
り
使
い
や
す
く

問答
太
田
市
長

答
美
甘
建
設
部
長

問 西
田 

文
子

答
太
田
市
長

水
道
事
業
と
水
道
管
設

備
の
修
繕
計
画

問

答
太
田
市
長

水質検査結果　市HPより
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一 般 質 問

た
。
燃
え
る
ご
み
の
袋
は
、
32

％
の
引
き
上
げ
だ
が
、
持
ち
込

み
ご
み
は
2.8
倍
の
引
き
上
げ
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て

問
う
。

　
改
定
前
に
お
い
て
持
ち
込
み
ご

み
の
手
数
料
が
ご
み
袋
の
約
半

額
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
公
平
な

受
益
者
負
担
に
な
る
よ
う
、
ご
み

袋
で
排
出
し
て
も
持
ち
込
み
し
て

も
同
額
の
手
数
料
に
し
た
も
の
で

あ
る
。

　

灯
台
も
と
暗
し
と
い
う
面
が

あ
り
反
省
し
て
い
る
。
準
備
を
進

め
て
お
り
本
年
10
月
か
ら
条
件

が
整
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
順
次
導
入

し
て
い
く
。

　
１
月
よ
り
ご
み
袋
と
持
ち
込

み
ご
み
の
料
金
改
定
が
な
さ
れ

　
ひ
き
こ
も
り
は
誰
に
で
も
起

こ
る
こ
と
で
、
特
別
な
こ
と
で
は

な
い
と
い
う
理
解
を
社
会
全
体

で
進
め
、当
事
者
や
家
族
の
状
態

に
応
じ
て
そ
の
声
に
じ
っ
く
り
と

耳
を
傾
け
、継
続
し
た
相
談
支
援

等
を
行
う
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
る
。
当
事
者
は
、生
き
る
た
め

に
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
。
い
つ
か
元
気
に
な

っ
て
自
分
で
も
で
き
る
こ
と
を
し

た
い
、働
き
た
い
、活
躍
し
た
い
、

ひ
き
こ
も
っ
て
い
る
間
、
悩
み
考

え
苦
し
ん
で
い
る
。
私
は
、
生
き

る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
た
め
て

い
る
充
電
期
間
と
捉
え
る
こ
と

が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。　

　
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て
、

市
長
に
伺
う
。

　
①
市
内
の
ひ
き
こ
も
り
人
数

の
実
態
把
握
を
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
検
討
す
る
か
。

　

②
落
合
地
域
で
行
っ
て
い
る

ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て
相

談
件
数
が
増
え
て
い
る
と
聞
く

が
、相
談
窓
口
の
人
員
や
リ
ソ
ー

ス
は
不
足
し
て
い
な
い
の
か
。

　

①
効
果
的
な
対
策
が
必
要

で
、
ど
う
い
う
実
態
か
把
握
す
る

こ
と
は
大
変
重
要
で
あ
る
。
ひ
き

こ
も
り
の
相
談
支
援
に
取
り
組

む
市
役
所
、民
間
の
関
係
機
関
、

保
健
所
、
民
生
委
員
さ
ん
も
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
把
握
し
て
い
る

情
報
を
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
十
分

に
気
を
つ
け
な
が
ら
共
有
す
る
こ

と
で
、
市
全
体
の
実
態
把
握
に
な

る
。
今
ま
で
一
定
の
連
携
は
あ
る

が
、
そ
れ
が
弱
い
と
い
う
反
省
を

し
て
い
る
。

　

②
落
合
人
権
福
祉
セ
ン
タ
ー

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

の
方
に
は
、
本
当
に
よ
く
や
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
し
か
し
、
人

員
や
リ
ソ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、十
分

と
は
言
え
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

人
権
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
現
状
も
よ

く
お
伺
い
し
な
が
ら
、
受
皿
を
増

や
す
と
か
、
外
部
の
専
門
員
の
力

を
お
借
り
す
る
こ
と
も
考
え
て
い

る
。
人
材
育
成
を
し
て
い
く
こ
と

も
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
市
と
し
て
ど
う
い
う
支
援
が
で

き
る
の
か
。
落
合
人
権
福
祉
セ
ン

タ
ー
だ
け
で
な
く
、
庁
舎
内
で
も

考
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
課
題
意
識
を
持
ち

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　
ま
に
こ
い
ん
が
ス
タ
ー
ト
し
て

２
年
が
経
過
し
、１
月
27
日
か
ら

ア
プ
リ
機
能
も
追
加
さ
れ
非
常

に
便
利
に
な
っ
た
。
２
年
が
経
過

し
て
も
い
ま
だ
公
共
施
設
の
利

用
料
、印
鑑
証
明
、住
民
票
の
取

得
料
金
が
ま
に
こ
い
ん
で
支
払

い
で
き
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

関
係
機
関
と
の
連
携
を

密
に
し
実
態
把
握

問 緒
形  

尚

答
樋
口
健
康
福
祉
部
長

ま
に
こ
い
ん
の
公
共
施

設
料
金
支
払
い

問 森
脇 

正
和

ご
み
袋
と
持
ち
込
み
ご

み
料
金
改
定

問

まにあぷりの 一 画面

相談窓口がある落合人権・福祉センター　下方
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真
庭
市
場
を
視
察
し
た
。ま
ず

株
式
会
社
オ
ー
ル
真
庭
の
本
社

を
訪
ね
、
成
り
立
ち
・
仕
組
み
・

事
業
内
容・売
上
等
、
課
題
を
聞

い
た
。
そ
の
後
、高
槻
店
と
守
山

店
へ
行
っ
た
。
真
庭
市
内
の
売
上

高
は
6.5
億
円（
２
０
２
１
年
度
）、

高
槻
店
は
２
億
円
、
守
山
店
は

0.8
億
円
（
２
０
２
３
年
度
）
だ
そ

う
だ
。
高
槻
店
は
JR
高
槻
駅
と

阪
急
高
槻
駅
を
結
ぶ
自
転
車
・

歩
行
者
が
行
き
か
う
通
路
に
位

置
し
、
売
場
面
積
32
坪
、
バ
ッ
ク

ヤ
ー
ド
４
坪
の
店
舗
だ
っ
た
。
地

元
出
身
の
店
長
に
聞
く
と
「
今

日
も
開
店
時
に
30
人
位
並
ん
で

い
た
」「
お
客
様
は
午
後
に
な
る

と
新
鮮
野
菜
が
無
く
な
る
こ
と

を
知
っ
て
い
る
」「
も
っ
と
野
菜
が

欲
し
い
」「一
部
加
工
品
は
あ
る
が

圧
倒
的
に
新
鮮
野
菜
と
一
部
果

物
が
売
れ
る
」
そ
う
だ
。
次
に

守
山
店
に
行
っ
た
。
シ
ョッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
の
専
門
店
街
の
一
角

に
あ
る
35
坪
の
イ
ン
シ
ョッ
プ
だ

っ
た
。
高
槻
店
と
違
い
、
生
鮮
野

ら
れ
る
。
熟
議
は
尽
く
し
た
。
市

民
推
進
会
議
を
作
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
②
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
を
、
企
業
・
病

院
等
で
取
り
入
れ
て
い
く
所
が

少
な
い
。
③
新
婚
さ
ん
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
事
業
が
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
宣
誓
カ
ッ
プ
ル
に
適
用
に
な
ら

な
い
。
見
直
す
べ
き
。

　

①
民
間
の
取
組
が
進
ん
で
い

る
。
今
、
市
民
会
議
に
こ
だ
わ
る

や
り
方
は
考
え
て
な
い
。

　
②
市
単
独
で
は
浸
透
し
な
い
。県

民
運
動
と
し
て
県
に
働
き
か
け
る
。

　
③
少
子
化
対
策
で
も
あ
り
、事

実
婚
・
パ
ー
ト
ナ
ー
は
対
象
外
と

し
て
い
る
。

市
長
に
尋
ね
る
。①
直
売
所
の
売

上
高
を
伸
ば
す
こ
と
を
Ｐ
Ｏ
Ｓ
シ

ス
テ
ム
改
変
時
に
解
決
で
き
る

か
。
②
売
上
高
が
一
番
多
い「
風

の
家
」の
売
上
高
推
移
を
ど
う
考

え
る
か
。

　

①
新
た
な
Ｐ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
て
ど
う
し
た
ら
売
上
が

伸
ば
せ
る
か
、
収
益
に
つ
な
が

る
の
か
を
一
緒
に
進
め
て
い
き
た

い
。

　
②
よ
り
魅
力
的
な
も
の
に
す
る

こ
と
は
、
戦
略
的
に
非
常
に
意
味

が
あ
る
。も
っ
と
強
化
し
て
い
い
。

　
①
国
保
の
加
入
者
の
多
く
は

高
齢
者
、
年
金
生
活
者
。
若
い

世
代
も
不
安
定
雇
用
者
が
多
い
。

「
国
保
は
高
す
ぎ
る
。
支
払
う

限
度
を
超
え
て
い
る
。」
な
ど
の

声
を
聞
く
。国
保
運
営
協
議
会
で

は
、早
い
時
期
に
値
上
げ
が
必
要

と
し
て
い
る
。

　
政
府
は
子
育
て
支
援
金
制
度

を
作
り
、
財
源
は
国
保
や
健
保

組
合
が
負
担
と
し
て
い
る
。令
和

８
年
度
は
、
二
重
に
値
上
げ
に
な

る
。市
民
の
悲
鳴
が
聞
こ
え
て
く

る
。何
ら
か
の
助
成
措
置
は
い
る

の
で
は
な
い
か
。
②
国
保
の
子
ど

も
の
均
等
割
を
削
減
で
き
な
い

か
。
国
保
だ
け
が
お
ぎ
ゃ
あ
と
生

ま
れ
た
時
か
ら
、３
万
４
，８
０
０

円
払
う
。ほ
か
の
健
保
制
度
の
子

ど
も
は
、
扶
養
に
入
っ
て
い
る
。

　

①
保
険
給
付
な
ど
の
必
要
な

経
費
は
、
受
益
者
が
負
担
す
る
の

が
原
則
で
あ
る
。
令
和
７
年
度
以

降
に
、税
率
改
正
を
検
討
す
る
。

　
②
少
子
化
対
策
で
で
き
る
こ
と

が
あ
る
の
か
、効
果
が
生
じ
る
か
、

国
保
会
計
が
健
全
に
維
持
で
き
る

か
、
幅
広
く
考
え
て
い
き
た
い
。

　
①
共
生
の
ま
ち
作
り
を
進
め

る
た
め
、令
和
４
年
８
月
に
共
生

社
会
推
進
市
民
会
議
を
設
置
す

る
と
し
て
い
る
。
若
い
世
代
が
都

市
部
に
出
て
い
く
理
由
の
一
つ
に

そ
の
地
域
が
共
生
社
会
、
ジ
ェン

ダ
ー
平
等
で
な
い
こ
と
が
挙
げ

菜
・
果
物
は
少
な
く
真
庭
市
の
加

工
商
品
と
健
康
食
品
が
主
力
の

よ
う
だ
っ
た
。「
令
和
４
年
度
６
次

産
業
化
総
合
調
査
：
農
林
水
産

省
」
に
よ
る
と
圃
場
面
積
、農
業

従
事
者
と
も
に
減
っ
て
い
る
が
農

産
物
直
売
所
の
売
上
高
は
１
兆

円
を
超
え
、
均
衡
又
は
微
増
だ
っ

た
（
R1
～
R4
）。
１
億
円
以
上
の

売
上
高
の
店
の
割
合
は
、前
回
の

26・９
％
か
ら
40・８
％
に
増
加
し

て
い
る
。真
庭
市
の
小
規
模
生
産

者
、
新
規
就
農
者
に
と
っ
て
「
直

売
所
」
は
大
切
な
場
所
に
な
っ
て

い
る
。
株
式
会
社
オ
ー
ル
真
庭

は
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

直
売
所
と
生
産
者
の

あ
り
方

国
保
税
の
値
上
げ
に
対

し
て
、
支
援
策
を

答
太
田
市
長

問 伊
藤 

義
則

蒜山「風の家」　蒜山上徳山

さくら健康サロン

問 伊
賀 

基
之

真
庭
の
共
生
社
会
を
進

め
て
い
く
た
め
に

問

答
池
田
生
活
環
境
部
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
木
村
総
合
政
策
部
長



15

一 般 質 問

感
か
ら
す
る
と
、
必
ず
し
も
ど
う

な
の
か
と
い
う
の
も
あ
る
。
そ
の

あ
た
り
も
考
え
て
い
か
な
く
て
は

と
思
っ
て
い
る
。

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
に
お

い
て
、
久
世
第
二
こ
ど
も
園
整
備

工
事
設
計
業
務
に
係
る
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
審
査
結
果
に
つ
い
て
、
公

表
を
求
め
た
が
担
当
課
か
ら
は

出
せ
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
と

聞
い
て
い
る
な
ぜ
公
表
で
き
な
い

の
か
。

　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
要
綱
の
中

の
第
８
条
に
審
査
委
員
会
に
お

け
る
審
査
結
果
は
、委
託
業
者
を

決
定
し
た
後
に
公
表
す
る
と
あ

る
。結
果
を
公
表
す
る
と
い
う
の

は
、
決
ま
っ
た
業
者
名
だ
け
を
公

表
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
そ

の
公
表
範
囲
は
ど
こ
ま
で
と
考

え
て
い
る
の
か
。

　

委
員
会
に
対
し
個
別
の
事
務

の
資
料
を
提
出
、
説
明
す
る
こ
と

が
、議
会
と
執
行
部
と
の
権
能
、

役
割
分
担
、
議
会
と
執
行
部
と

の
信
頼
関
係
か
ら
悩
ん
だ
が
、
今

後
の
入
札
事
務
・
業
務
への
影
響

も
考
え
た
上
で
、詳
細
な
審
査
内

容
、
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
委
員

会
へ
の
報
告
は
控
え
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。

　
市
民
か
ら
修
繕
要
望
も
毎
年

多
く
出
て
き
て
い
る
と
思
う
が
、

現
在
の
舗
装
長
寿
命
化
事
業
の

予
算
で
は
遅
々
と
し
て
進
ん
で
行

か
な
い
状
況
に
あ
る
と
思
う
。

　
各
振
興
局
に
事
業
量
調
査
を

行
わ
せ
、本
庁
建
設
課
に
お
い
て

集
約
・
精
査
し
て
事
業
計
画
を
策

定
し
、そ
れ
に
基
づ
い
た
予
算
を

組
ん
で
実
施
し
て
い
く
べ
き
と
考

え
る
。そ
う
で
な
い
と
市
民
が
強

く
望
ん
で
い
る
市
道
整
備
の
ス

ピ
ー
ド
感
あ
る
対
応
は
望
め
な

い
と
考
え
る
。

　
地
元
か
ら
の
要
望
あ
る
い
は
道

路
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、
局
が
取
り

ま
と
め
て
、
本
庁
建
設
課
と
も
協

議
し
た
う
え
で
毎
年
計
画
を
見

直
し
、
修
繕
し
て
い
る
。
よ
り
客

観
的
な
も
の
に
な
ら
な
い
の
か
を

指
示
し
て
い
る
。

　

建
設
費
は
他
の
市
町
村
と
比

較
す
る
と
真
庭
市
は
誇
れ
る
く
ら

い
出
し
て
い
る
。
た
だ
、
市
民
実

　
文
部
科
学
省
調
査
で
、
い
じ
め

の
認
知
、
重
大
事
態
数
が
過
去

最
多
。
不
登
校
関
連
要
因
調
査

で
は
、
当
事
者
の
生
徒
26
％
が
い

じ
め
、
保
護
者
は
29
％
、
教
師
は

４
％
。
学
校
の
教
師
と
子
ど
も
と

保
護
者
に
大
き
な
ギ
ャッ
プ
が
あ

る
。
学
校
で
解
決
で
き
れ
ば
ベ
ス

ト
だ
が
、
学
校
で
解
決
で
き
な
い

事
柄
は
、市
長
も
言
わ
れ
た
が
、

市
全
体
で
地
域
の
宝
で
あ
る
子

ど
も
た
ち
を
守
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
。
そ
の
仕
組
み
づ
く
り

を
伺
う
。

　
生
活
総
合
相
談
窓
口
が
く
ら

し
安
全
課
に
あ
る
が
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
見
て
も
、
い
じ
め
の
こ
と

な
ん
て
一
つ
も
書
い
て
な
い
。
大

き
く
書
い
て
。

　

問
題
意
識
は
あ
る
。
相
談
体

制
は
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
こ
ち
ら

が
ど
う
い
う
風
に
ど
う
し
て
い
く

か
、
具
体
的
な
対
策
ま
で
至
っ
て

い
な
い
。
今
後
の
大
き
な
課
題
。

　
い
じ
め
の
行
為
が
な
く
な
っ
て

も
、
学
校
卒
業
後
も
、
解
消
に
至

ら
な
い
場
合
も
あ
る
。
関
係
機
関

と
連
携
し
、
い
じ
め
の
早
期
発
見

と
丁
寧
な
対
応
に
取
り
組
む
。

　
①
待
機
児
童
の
解
消
を
。
働

き
た
い
の
に
働
け
な
い
女
性
が

出
続
け
て
い
る
。
本
当
に
大
き
な

問
題
。
経
済
的
、
精
神
的
な
負

担
が
ど
ん

ど
ん
大
き

く
な
る
。

②
企
業
へ

の
働
き
か

け
、
男
性

の
育
児
休

暇
取
得
支

援
、管
理
職
に
女
性
が
就
く
こ
と

も
大
切
。
市
役
所
だ
け
だ
と
難

し
い
。
商
工
会
、企
業
連
携
が
必

要
。③
は
ぐ
く
み
サ
ポ
ー
タ
ー
派

遣
は
人
気
で
、もっ
と
増
え
れ
ば
。

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャッ
プ
を
埋
め

る
た
め
、市
内
小
中
学
校
の
ト
イ

レ
に
生
理
用
品
の
配
置
は
前
向

き
な
一
歩
。

　
①
問
題
の
解
消
に
向
け
て
、
保

育
士
や
支
援
員
の
確
保
に
取
り

組
む
。

　
②
企
業
に
対
し
、
今
ヒ
ア
リ
ン

グ
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　

①
今
年
度
、
待
機
児
童
は
発

生
し
て
い
る
。
③
は
ぐ
く
み
サ
ポ

ー
タ
ー
派
遣
、
拡
充
が
大
き
な
声

と
し
て
上
が
れ
ば
、
具
体
的
に
検

討
を
進
め
れ
ば
よ
い
。

久世第二こども園(仮称)建設予定地　惣

　
真
庭
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
円
卓
会
議

◀
：
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
に
つ
い
て

問 黒
川 

　愛

い
じ
め
相
談
体
制
の
充

実
を

市
道
整
備
の
ス
ピ
ー
ド

感
あ
る
対
応
を

問 庄
司 

史
郎

答
太
田
市
長

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
結

果
の
公
表
を

問

答
伊
藤
副
市
長

答
太
田
市
長

答
三
ツ
教
育
長

女
性
が
働
き
や
す
い
環

境
作
り

問

答
太
田
市
長

答
樋
口
健
康
福
祉
部
長

答
木
林
産
業
観
光
部
長
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①
提
案
課
題
に
、真
庭
市
が
木

材
利
用
を
促
進
し
て
い
る
こ
と

も
踏
ま
え
た
地
域
産
木
材
の
利

活
用
に
関
す
る
提
案
に
つ
い
て

と
あ
る
。こ
の
言
葉
で
は
抽
象
的

で
分
か
り
に
く
い
。
無
垢
材
な
の

か
Ｃ
Ｌ
Ｔ
な
の
か
集
成
材
な
の
か

は
っ
き
り
し
な
い
。
こ
の
文
言
は

誰
が
作
成
し
た
の
か
。

　

②
Ｃ
Ｌ
Ｔ
や
集
成
材
の
寿
命

は
接
着
剤
の
寿
命
で
あ
り
、木
材

に
比
べ
て
大
幅
に
短
く
な
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
調
べ
て
も
接
着

剤
に
は
種
類
が
あ
り
、耐
用
年
数

に
つ
い
て
は
エ
ビ
デ
ン
ス
の
確
認

が
で
き
な
か
っ
た
。
な
ぜ
強
度
が

強
い
真
庭
産
の
桧
な
ど
で
は
な

く
Ｃ
Ｌ
Ｔ
や
集
成
材
か
。
桧
は
建

築
し
て
150
年
か
ら
200
年
か
け
て

強
度
が
増
し
て
い
く
と
言
わ
れ

て
い
る
。隈
研
吾
氏
が
世
界
各
国

で
す
ば
ら
し
い
建
築
物
を
造
っ
た

事
は
承
知
し
て
い
る
。
し
か
し
、

木
造
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
本
年

２
月
に
発
売
さ
れ
た
雑
誌
の
対

談
の
中
で「
木
材
は
生
き
物
で
あ

り
、
経
年
劣
化
は
避
け
ら
れ
な

い
。
ま
た
、木
材
を
大
規
模
な
建

築
物
で
使
う
よ
う
に
な
っ
て
20
年

ほ
ど
で
す
か
ら
、言
わ
ば
実
験
段

階
な
ん
で
す
。
今
、模
索
の
期
間

で
す
」
と
認
識
を
示
し
て
い
る
。

隈
研
吾
氏
の
建
築
で
あ
る
美
術

比
較
を
し
た
と
こ
ろ
、
女
性
が
大

幅
に
低
かっ
た
と
い
う
結
果
が
出

た
。女
性
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
電
極
パッ
ド

を
貼
り
付
け
る
場
合
、
ど
う
し
て

も
肌
を
露
出
し
て
し
ま
う
と
思
う

た
め
、救
命
処
置
を
す
る
方
が
躊

躇
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
あ

る
。
女
性
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保

護
す
る
と
と
も
に
応
急
処
置
に
も

使
え
る
色
つ
き
の
三
角
巾
を
Ａ
Ｅ

Ｄ
に
配
備
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
女
性
の
立
場
か
ら
、
い
ろ
い
ろ

あ
る
と
思
う
。消
防
署
と
危
機
管

理
が
議
員
の
意
見
を
踏
ま
え
、女

性
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、
工
夫

で
き
る
か
、
そ
れ
と
も
そ
う
い
う

三
角
巾
を
用
意
し
た
ほ
う
が
い
い

の
か
を
含
め
て
検
討
す
る
。

　
今
ま
で
そ
の
三
角
巾
の
こ
と
に

つ
い
て
、
私
も
あ
ま
り
知
ら
な
か

っ
た
。
簡
単
に
導
入
で
き
る
も
の

で
一
刻
も
早
く
命
が
救
え
る
状

況
で
あ
る
な
ら
、
積
極
的
に
導
入

し
、
か
つ
市
民
の
皆
様
に
よ
く
知

っ
て
い
た
だ
き
、
い
ざ
と
い
う
時

に
し
っ
か
り
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
私
は
、誰
よ
り
も
久
世
第
二
保

育
園
の
建
設
を
求
め
て
い
る
立

場
の
人
間
で
あ
る
。園
児
の
事
を

考
え
、保
護
者
や
祖
父
母
か
ら
も

相
談
を
受
け
、保
育
士
の
事
も
考

え
れ
ば
令
和
９
年
度
開
園
で
は

な
く
、令
和
８
年
度
に
で
も
開
園

で
き
な
い
も
の
か
と
切
望
し
て
い

る
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
電
極
パ
ッ
ド
は
素
肌

に
直
接
貼
る
必
要
が
あ
り
、
正
し

い
位
置
に
パ
ッ
ド
を
貼
り
つ
け
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
下
着
を
外
さ

な
く
て
も
問
題
な
く
動
作
す
る
。

あ
る
調
査
で
は
、
救
急
隊
が
到
着

す
る
前
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
電
極
パ
ッ
ド

が
装
着
さ
れ
た
男
性
と
女
性
の

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
色
付
き
三
角

巾
の
配
備
を

館
は
青
カ
ビ
が
生
え
、腐
食
で
ぼ

ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
た
と
ニ
ュ
ー
ス
に

な
っ
た
。
Ｃ
Ｌ
Ｔ
や
集
成
材
の
問

題
が
明
る
み
に
な
っ
た
今
、
園
児

や
職
員
が
カ
ビ
な
ど
を
吸
い
込

め
ば
健
康
被
害
が
出
る
の
で
は

な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
。
そ
れ

で
も
使
用
を
す
る
と
考
え
て
い

る
の
か
。

　

①
執
行
部
の
中
で
協
議
を
し

た
上
で
作
成
を
し
て
い
る
。

　
②
で
き
て
100
年
た
っ
た
も
の
で

な
い
か
ら
、
誰
が
言
う
の
が
正
し

い
か
は
非
常
に
難
し
い
。

答
太
田
市
長

久
世
第
二
こ
ど
も
園

（
仮
称
）
は
安
全
か

問 淺
野 

和
昭

答
今
石
危
機
管
理
監

オレンジ色の三角巾

答
樋
口
健
康
福
祉
部
長

答
川
端
ま
ち
づ
く
り
推
進
監久世第二こども園（仮称）イメージ図　子育て支援課提供

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
色
付
き
三
角

巾
の
配
備
を

問 妹
尾 

智
之
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ガ
ソ
リ
ン
が
全
国
平
均
で
185

円
と
な
り
、一
般
家
庭
を
は
じ

め
、物
流
に
大
き
な
影
響
が
出
て

い
る
。
こ
の
高
騰
し
た
商
品
、サ

ー
ビ
ス
を
最
終
的
に
負
担
す
る

の
は
市
民
で
は
あ
る
が
、市
内
事

業
者
も
原
材
料
費
の
高
騰
と
ガ

ソ
リ
ン
補
助
金
廃
止
の
影
響
を

受
け
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
市

内
事
業
者
の
事
業
継
続
が
危
ぶ

ま
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
市
内
事
業
者
に
対

し
て
事
業
継
続
の
た
め
の
支
援

が
、
今
こ
そ
必
要
で
は
な
い
か
。

　

真
庭
の
よ
う
な
零
細

が
多
い
所
は
、
仕
入
価
格

や
材
料
費
の
上
昇
に
価

格
転
嫁
が
な
か
な
か
で
き

な
い
こ
と
で
需
要
が
停
滞

し
、
収
益
が
悪
化
し
て
い

る
と
判
断
し
て
い
る
。

　
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
高
止

ま
り
は
一
般
市
民
も
大
変

で
あ
る
が
、
事
業
者
に
と

　
真
庭
市
議
会
の
本
会
議・常
任

委
員
会
を
間
近
で
傍
聴
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
議
会
広
報
の
紙
面
で

は
、
お
伝
え
で
き
て
な
い
議
員
の

生
の
活
動
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

議
会
開
催
中
に
市
役
所
４
階
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
議
場
の
入

り
口
で
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
ご
記
入
い
た
だ
け
れ
ば
、
簡

単
に
傍
聴
席
へ
お
入
り
い
た
だ

け
ま
す
。

　

傍
聴
席
は
、30
席
用
意
し
て
い

ま
す
。

　

本
会
議
の
様
子
は
、
真
庭
い

き
い
き
テ
レ
ビ
で
生
中
継
さ
れ

て
い
ま
す
。

議
員
の
発

言
の
際
、傍

聴
席
が
生

中
継
に
映

り
込
む
場

合
が
あ
り

ま
す
が
、
ご

了
承
く
だ

さ
い
。

一 般 質 問

問 妹
島 

弘
和

っ
て
は
経
費
を
増
大
さ
せ
る
要

因
に
な
っ
て
い
る
。

事
業
継
続
の
た
め
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
に

よ
る
抜
本
的
な
対
策
は
国
の
役

割
で
、
一
真
庭
で
は
ど
う
し
よ
う

も
な
い
。
そ
う
い
う
こ
と
で
省
エ

ネ
機
器
を
導
入
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

経
費
を
抑
え
て
い
く
、「
事
業
者

省
エ
ネ
対
策
機
器
導
入
補
助
金
」

を
実
施
し
た
い
。

　
白
梅
総
合
体
育
館
は
、令
和
５

年
度
は
約
４
万
人
の
方
が
利
用

し
て
い
る
。
夏
季
は
参
加
者
の
熱

中
症
を
防
ぎ
、安
全
を
守
る
必
要

が
あ
り
、
冬
季
に
お
い
て
は
体
を

動
か
し
や
す
い
環
境
整
備
が
必

要
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
白
梅
総
合
体
育
館
は

避
難
所
に
指
定
。ア
リ
ー
ナ
の
施

設
に
お
い
て
も
空
調
設
備
の
設

置
が
必
須
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

白
梅
体
育
館
を
指
定
避
難
所

と
し
て
い
る
が
、
冬
の
寒
い
と

き
、
夏
の
暑
い
と
き
に
使
わ
な
く

て
も
、エ
ア
コ
ン
の
あ
る
所
で
２
千

人
ぐ
ら
い
収
容
で
き
れ
ば
、
真
庭

の
場
合
い
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。

　
そ
う
い
う
こ
と
で
、
空
調
設
備

に
つ
い
て
は
、今
後
の
課
題
と
い
う

こ
と
で
答
弁
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

答
太
田
市
長

高騰するガソリン価格

市
内
事
業
者
へ
の
事
業

継
続
支
援
を

白
梅
総
合
体
育
館
に
空

調
設
備
の
導
入
を

問

答
太
田
市
長

議員年代構成の変化80代
１名

30代
２名

40代
１名

40代
２名

50代
５名

70代
４名

70代
４名

60代
12名

60代
９名

50代
６名

令和３年４月24日時点 令和７年４月24日時点

（単位：％）

85.02%
80.37%

72.41%

65.05%
63.16%

56.05%

50
平成17年 平成21年 平成25年 平成29年 令和３年 令和７年

※平成17年は旧町村別
　選挙区毎に集計

100

90

80

70

60
投票率は低下傾向

市議会議員選挙投票率の推移

男性
21人
87.5%

女性
３人
12.5%

女性
３人
13.6%

男性
19人
86.4%

令和３年４月24日時点 令和７年４月24日時点

男女別構成比の変化

傍聴席　モデルは議会事務局職員

議
会
を
傍
聴
に
行
こ
う
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　1月29日、文教厚生常任委員会が勝山高校蒜山
校地寮の工事現場を視察しました。教育委員会、高
校、業者からの説明を受け、相互に意見交換を行い
ました。正式名は「真庭
市学習交流センター」と
決定し、3月21日、関係
者が一同に会し落成式を
実施しました。工事費は
約４億８千万円です。

　４月14日、市役所会議室において市長選挙、市議
会議員選挙の当選証書付与式が行われました。

GIKAI  NO  UGOKI

き動
１月 ２月 ３月 ４月編

議 会
の

文教厚生委員が蒜山校地を
現地視察

当選証書付与

　１月 21日、株式会社日本総合研究所リサーチ・コ
ンサルティング部門地域・共創デザイングループマネ
ージャー徳丸翔氏を講師に招き PPP・PFI について
議員研修会を行いました。
　旧真庭高校久世校地跡地の整備において PPP・
PFI の手法を積極的に推進することとなっており議会
側もいち早く勉強することとしました。
　PPPとは、公民が連携
して「公共サービスの提
供等」を効率的かつ効
果的に行う手法。PFIは
PPPの代表的な手法で
あることなどを学びました。

現地視察

当選証書　付与

奥　侑樹 田島吉章

柴田正志 谷本彰良伊賀基之加藤大悟

伊藤義則 西田文子𠮷原啓介庄司史郎

長尾　修 妹島弘和村上善彦黒川　愛

妹尾智之 小椋一郎葉廣峰久小田康文

福島一則 緒形　尚苦田智子森脇正和

当選した議員
の顔ぶれ

議員研修会でPPP・PFIを
学ぶ

Public
（公共）

Private
（民間）

Partnership
（協力）

Private
（民間）

Finance
（資金）

Initiative
（政策）

議員研修会

P F IPPP
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募集
　絵画、イラスト、書、写真などを
募集しています。住所、氏名、電話
番号を書いてください。ペンネー
ムを希望される場合も連絡先と
氏名が書いてあることが必要で
す。声は氏名を載せることにして
います。
応募先▶真庭市議会
宛先：20ページの帯欄に記載し
ています。

天に供えるシャクナゲ　BUN あまね君１００日祭　剛えりか えさはこっち　かたくり 新緑のトンネル桜　よーいどん

◀夕暮れの公園 
　上町のカール
　　　　・マルクス

▲五月の庭のサツキ
　TOMO

あした天気になぁれ　風曜日

MANIWA

2025

ここは市民みんなでつくるページです
楽しい気持ちでご参加ください

SHIMIN
NO

HIROBA

市民市民
の

広場広場
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９
月
定
例
会
の
請
願
と
陳
情
の
受
付
は
７

月
31
日（
木
）ま
で
で
す
。
様
式
な
ど
の
問
い
合

わ
せ
は
議
会
事
務
局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。
た

だ
し
、土
日
祝
日
等
の
市
役
所
の
閉
庁
日
は
除

き
ま
す
。
市
政
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
や
要
望

が
あ
る
と
き
は
、誰
で
も
請
願
や
陳
情
を
議
会

に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
請
願
は
、議
員
の
紹
介
を
必
要
と
す
る
の
に

対
し
、陳
情
の
場
合
は
議
員
の
紹
介
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

７７
月月
3131
日
㈭
日
㈭
ま
で
ま
で

９９
月
定
例
会
の

月
定
例
会
の
請
願・陳
情
は

ホームページをご覧ください

ホームページ フェイスブック

リニューアルした北房ほたる公園

■
会
議
は
通
常
午
前
９
時
30
分
に
開
会
し
ま
す
。■
正
式
に

は
６
月
５
日（
木
）の
議
会
運
営
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

６６
月月
1313
日
㈮
か
ら

日
㈮
か
ら
７７
月月
1111
日
㈮
日
㈮

月
定
例
会

月
定
例
会
はは

６
本
会
議（
開
会・議
案
上
程
、提
案
説
明
）

本
会
議（
一
般
質
問
）

本
会
議（
一
般
質
問
）

本
会
議（
一
般
質
問・議
案
質
疑
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

常
任
委
員
会

　
　
　
　
予
算
審
査
特
別
委
員
会

本
会
議（
委
員
長
報
告・採
決・閉
会
）

13
日

27
日

30
日

１
日

２
日

7
日

11
日

６
月

7
月

（
金
）

（
金
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
月
）

（
金
）

8
日（
火
）

3
日（
木
）4
日（
金
）

解
者
の
中
か
ら
20
人
に「
蒜
山
籠
そ
ば

（
４
食
）
つ
ゆ
入
り
」（
ワ
ー
ク
ス
ひ
る
ぜ

ん
）
が
当
た
り
ま
す
。は
が
き
に
答
え
と
あ
な
た
の

住
所・氏
名
を
本
ペ
ー
ジ
左
欄
に
記
載
し
て
い
る
真

庭
市
議
会
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。当
選
者
の
発

表
は
商
品
の
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。締
切
：
６
月
30
日（
月
）消
印
有
効
。

　
前
号
の
応
募
総
数
は
31
通
で
、正
解
者
は
31
人

で
し
た
。ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　 正

　
真
庭
市
が
誕
生
し
て
20
年
、
市
議
会
も
同
様
に
20
年

と
な
り
ま
し
た
。

　
９
カ
町
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
真
庭
市
議
会
も
平

成
17
年
の
選
挙
で
は
、
地
域
別
定
数
に
て
選
挙
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
北
房
５
、
落
合
８
、
久
世
７
、
勝
山
６
、
美

甘
３
、
湯
原
３
、
中
和
２
、
八
束
３
、
川
上
３
の
定
数
40

人
で
投
票
率
は
85・02
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
定
数
は
、
26
、
24
、
24
、
24
、
22
と
な
り

ま
し
た
。
投
票
率
も
80・37
、
72・41
、
65・05
、
63・16
、

56・05
パ
ー
セ
ン
ト
と
徐
々
に
下
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
創
刊
号
を
見
て
み
る
と
議
会
構
成
の
常
任
委

員
会
も
４
常
任
委
員
会
あ
り
驚
き
で
し
た
。
定
例
会
の
議
案

の
審
査
結
果
も
詳
細
に
書
か
れ
て
い
て
す
ご
い
と
感
じ
ま
し

た
。
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
も
12
名
と
現
在
の
６
名
と
桁

違
い
で
す
。

　
創
刊
号
の
最
後
に
、「
議
会
の
広
報
は
、単
な
る
情
報
公
開
だ

け
で
な
く
市
民
の
皆
さ
ん
と
議
会
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
架

け
橋
の
役
目
を
も
っ
て
い
る
」と
あ
り
ま
す
。
月
日
が
た
ち
様
々

な
変
革
が
あ
り
今
回
、
80
号
の
発
刊
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の

精
神
は
受
け
継
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
市
民
の

皆
様
に
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
る
広
報
紙
を
目
指
し
ま
す
。

（
文
責　
森
脇
）

蒜山籠そば

20

市議会20年の歩み

　真庭市議会定例会は真庭いき
いきテレビ「MⅠＴ」のサブチャンネ
ル（１２２）で生中継しています。
　一般質問や各常任委員会付託
案件審査は、録画して後日放送
しています。
　ＧＩＫＡＩＨＥＡＤＬＩＮＥは、真庭
いきいきテレビ YouTube チャン
ネルで、定例会閉会２週間後から
２週間視聴できます。

ご視聴下さい

令和７年４月からの
真庭市議会議員の�
定数は？ ○○人


